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本邦では大腸憩室保有率が上昇し、大腸憩室症の頻度も高くなっている。2017

年末に本学会より「大腸憩室症（憩室出血・憩室炎）ガイドライン」が報告され

た。本セッションでは大腸憩室症のリアルワールドデータを提示頂いき、ガイド

ラインの妥当性と問題点を討論し、今後の方向性を考えたい。大腸憩室出血では

造影 CTと緊急内視鏡の位置づけ、大腸憩室結紮術などの止血術の安全性と有効

性、再出血危険因子と再出血予防、膿瘍合併大腸憩室炎のドレナージ術適応と有

効性、など多くの演題応募を期待する。 


